
 

 

 

 

 

 

 

 小単元３では「相似な図形」や「三平方の定理」とのつ

ながりを考え、その学習のときに平方根の学習の必要性を

実感できるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

  数学科は、この単元で付けたい力を明確にし、単元計画を考えました。また、本時の授業は「Ｂ判コピー用紙を教材とし、短辺と

長辺の関係を考察することを通して、身近に潜んでいる平方根を活用し有理数と同じように論理立てて説明することができる」こと

を目標に、以下の２つについて提案し、参加者で協議しました。 

   

  

                              

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の提案授業】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業づくり講座 in香南市立野市中学校 

学校からの提案 

単元：第３学年 「平方根」 提案授業：コピー用紙に隠された平方根を説明しよう！ 

◆単元の目指す生徒像：平方根を導入することで、これまで扱うことができなかった量を考察し、平方根を用いて表現することを通して、具体的な場面で活用すること

ができる生徒（二次方程式や相似、三平方の定理においても活用しようとする）。 

◆単元を貫く問い： ２乗して aになる数とはどんな数だろう。これまでに学んできた数との共通点や相違点は何だろう。 

 

 

★本時で付けたい力について  ①そのための工夫・改善は？ 

②見方・考え方を働かせた数学的活動になっているか？ 

教材研究会 ５月１０日 
 

★単元計画について   ①付けたい力を可能にする計画であるか？ 

②評価問題は適切であるか？ 

 
白銀比（1:ξ2）が 

使われていることの 

よさを実感させたい！ 

グループ協議での意見 グループ協議での意見 

②評価問題は適切であるか？ 

・どのような解答を期待するのか? 

・学びに向かう力，人間性等はどう見取るのか？ 

・この評価問題だけでは見取れないのではない

か。 

・もう少し細かく区切ってはどうか。 

・なぜ平方根が必要なのか問うてはどうか。 

・手立てはどのようにするのか？ 

①そのための工夫・改善は？ 

②見方・働き方を働かせた数学的活動になっているか？ 

・活動軸が２つある。Ｂ判の長辺と短辺なのか、Ｂ５判とＢ４判の関係性 

なのか、どちらがメイン？生徒が混乱するのではないか。 

・日常ではあるが課題が難しい。 

・白銀比を実感するまではいかないのではないか。 

①付けたい力を可能にする計画であるか？ 

・単元の流れはよいと思う。 

・面積（正方形）で考えていくと進んでいき

やすい。 

・平方根は生徒にとって分かりにくいものな

ので、数としてしっかり捉えられることが

できると上手く流れていくのではないか。 

・見方・考え方をどう働かさせるか。 

B6 

B5 

B4 

 
授業研究会 ７月８日 教材研究会を受けて、単元計画は①問いの明確化、➁振り返りの明記、③評価問題を再考し、本時の題材についてはコピー用紙

のままで実践することにしました。 

【単元を貫く問い】        2 乗して a になる数とはどんな数だろう。これまでに学んできた数との共通点や相違点は何だろう。 

 ～ICT活用～ 
小単元３ 小単元 2 

    問
い 

【つかむ】 

2乗して𝒂になる数とはどんな数だろう。また、その数には 

どんな特徴があるのだろうか。 

 

【深める】 

根号を含む式の計算は、これまでに学んできた数の計算方法と同じなのだろうか。 

（共通点や相違点は何だろう） 

【使う】 

具体的な場面で正の数の平方根は活用できる 

のだろうか。 

小単元 1 

    

    

振
り
返
り 

【期待する生徒の振り返り】 

２乗して𝒂になる数は±ξ𝒂である。±ξ𝒂は 𝒂の平方根であり無

理数である。大小関係は𝒂＞𝓫＞０ならば ξ𝒂＞ξ𝓫になり、正負

の数と同じように数直線で考えることができた。無理数がない

と、数直線が実は完成していなかったということに驚いた。 

【期待する生徒の振り返り】 

同じ数の平方根を含んだ式の加法、減法は、文字と式の同類項をまとめるのと同じよう

に計算できる。その根拠は、面積図や近似値をもとに考えることで説明することができ

た。また、√の中の数をなるだけ小さい自然数にする必要があるところが根号を含む式

の乗法・除法の特徴である。 

【期待する生徒の振り返り】 

いつも配られている用紙に平方根が利用されてい

るなんて思いもしなかった。他にも利用されている

ものがないか、見付けてみたい。 

評
価
問
題 

問題１ 

 ξ𝟐について知っていることを答えましょう。 

問題２ 

次の数の大小関係を、不等式で表しましょう。 

  －3 ， －ξ𝟔  ， －ξ𝟓 

問題３ 

ξ𝟏𝟔は有理数でしょうか無理数でしょうか。またその理由も答え

ましょう。 

問題１次の計算をしましょう。 

 (１)𝟖ξ𝟐＋𝟒ξ𝟐    （2）ξ𝟒𝟓 × ξ𝟖𝟎   （３）𝟑ξ𝟓 −
𝟏𝟎

ξ𝟓
  （４）൫ξ𝟕 − ξ𝟑൯

𝟐
 

 

問題２ 

ξ𝟐＋ξ𝟑＝ξ𝟓とならない理由を２つの方法で説明しましょう。 

 

問題３ 

ξ𝟏𝟖＝3ξ𝟐となることを面積図を用いて説明しましょう。 

 

問題１ 

丸太から１辺が 30㎝の正方形の木材を切り出す

ためには、丸太の直径は少なくとも何ｃｍ以上必要

でしょうか。 

 

問題２ 

野球ボールの表面積を調べると 52π㎠でした。

ボールの半径の長さを求めましょう。 

今回の研究協議は Jam 

board を活用し、グループ

協議、全体共有を行いまし

た。学校に帰ってからも後

日閲覧することができま

す！ 

              

 

小単元２では、前の単元の 

「多項式」で面積と式を関連付 

けて学習してきたことを生かし、 

根号を含む計算の式でも面積 

と式を関連付けて考察すること 

が大切です。 

小単元 2

２ 

                 生徒が平方根の大きさをイメージ

することは教師が想像する以上に難しいも

のです。ですから、小単元 1の導入でしっ

かり量感をつかませることが大切です。 

正方形の面積に着目し 1辺の長さを数

直線に表していくことで無理数（平方根）

の必要性や意味を理解できるようにしまし

ょう。 

指導のポイント 小単元 1 小単元 3 

    阿部  貴文 教諭 

 

 

 

 
・全員に紙を渡し、操作活動をさせながら、数名の生徒が気付いたことを取り上げ評価していっ

たことが他の生徒の気付きにつながったので、より多くの生徒が見方・考え方を働かせること

ができたと思う。 

・導入から数学化していくプロセス（数学的活動の A１の局面）について、生徒が操作する時

間をもっと多く取り、短辺と長辺の関係が 1:ξ2になっていることを予想するという自然な流れ

にできるとよかったのではないか。 

・少し学習が難しかったが、二次方程式とのつながりを感じ興味を持つことができてよかった。 

・折ることによって見いだした正方形の対角線の長さと長方形の長辺が等しくなっていることを

生徒にしっかり確認する場面があればよかった。 

 

授業者 

 

 

  

授業力の向上 ～教材分析と授業省察～ 

小学校では具体物を使ったり、観察したり…。中学

校ではどうでしょう？下の写真のように紙を折ったり

長さを測定したり、電卓で数値を求めたり…。こうい

う活動をすることが、数量や図形の性質など見いだ

すことにつながります。 

人とのつながり、学びの高まりの構築 

～他者との交流から学びの質を高める講座～ 

            〇観察、操作、測定などを通して B4用紙と B5用紙の関  

係を多く見いだしている姿に小学校からの学び方のつ 

ながりの大事さを感じることができました。 

〇教材研究をしていく中で、数学的活動のどこに重きを置くのか、見方・

考え方は何でそれを働かせるように仕向けるための手立てを明確にし

ておくことが分かりました。 

〇たくさんの先生方から多くの視点をいただいたので、もう一度単元構想

を再確認しておきたいと思います。また、生徒の気付きを拾い、全体に

返していく問い返しを意識していきたいです。勉強になりました。 
 

 

 

数学的活動を通して、資質・能力を育成する単元づくり ～指導と評価の一体化～ 

                             “B判用紙の特徴を考察し説明する 

ことができる。” この力を育成するため 

に、コピー用紙の正方形に着目し、辺や 

対角線を考察し論理的に考え（見方・ 

考え方）、数学的活動を充実させていく 

ことが大切です。また、数学的活動は必 

ずしも１時間で１サイクル回らないと 

いけない、ということではありません。授 

業者が、どの局面に重点を置くのか、 

しっかり考えておきましょう。                                                           

 

「高知の授業の未来を創る」推進プロジェクト ～いつでも、どこでも、誰でもが学べる場へ～ 

グループ協議での意見 

１  
２ 

観察や操作，実験などの活動を通すこと 

                学習指導要領解説 数学編 P173 

３ 

参加者の声 

他教科のレポートも 
掲載中！ 
ＨＰをご参照ください。 
発行:令和３年８月  
東部教育事務所 

Next！ 第２回教材研究会 ９月 22日（水）,  さらに第 2回授業研究会 １０月２１日（木）は齊藤一弥先生が来られます❕ 

 


